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(57)【要約】
【課題】高画素化に対応して諸収差が良好に補正された
小型で高性能の３枚構成の撮像レンズ撮像レンズ、なら
びにその撮像レンズを搭載したカメラモジュールおよび
携帯端末機器を提供する。
【解決手段】物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レ
ンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズＬ３とを配
設する。第１レンズＬ１は物体側に凸面を向けた正レン
ズからなる。第２レンズＬ２は物体側に凹面を向けたメ
ニスカスレンズからなる。また、下記条件式を満足する
。
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
　ＢＲ２＜０　……（２）
ただし、ＢＲ２は、光線方向を正とし、第２レンズ前面
の光軸頂点位置Ｐ１から第２レンズ後面において像高隅
への光線が通過する位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２
レンズの中心厚をＤ４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／Ｄ４と
する。ｆは全系の焦点距離、ｆ３は第３レンズの焦点距
離とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けたメニスカスレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
　ＢＲ２＜０　……（２）
ただし、
　ＢＲ２：光線方向を正とし、第２レンズ前面の光軸頂点位置Ｐ１から第２レンズ後面に
おいて像高隅への光線が通過する位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２レンズの中心厚をＤ
４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／Ｄ４
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項２】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
ただし、
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項３】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
とする。
【請求項４】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、０．０＜ｆ２／ｆ＜２．０　……（５）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
とする。
【請求項５】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けたレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
ただし、
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　Ｄ４：第２レンズの中心厚
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項６】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項５に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
ただし、
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
とする。
【請求項７】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項６に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、（Ｄ４＋Ｄ６）／ｆ＜０．３１　……（７）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　Ｄ６：第３レンズの中心厚
とする。
【請求項８】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項６または７に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　Ｄ６／ｆ≦０．１５５　……（８）
ただし、
　Ｄ６：第３レンズの中心厚
とする。
【請求項９】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項５に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．３　……（１０）
ただし、
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
とする。
【請求項１０】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項５に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
とする。
【請求項１１】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項５に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　ｆ３／ｆ＜－１．６６かつ、　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５　……（１１）
ただし、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
とする。
【請求項１２】
　さらに下記条件式を満足する
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　ことを特徴とする請求項５に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　－０．５＜ｆ１／ｆ２＜－０．１　……（１１）’’
ただし、
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
とする。
【請求項１３】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けた正の屈折力を有するレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　０＜ｆ２／ｆ＜１　……（９）
ただし、
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項１４】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１３に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項１５】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けた負の屈折力を有するレンズからなり、
　前記第３レンズは、負の屈折力を有するレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．３　……（１０）
ただし、
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項１６】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
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　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けたレンズからなり、
　前記第３レンズは、負の屈折力を有するレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ｆ３／ｆ＜－１．６６かつ、　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５　……（１１）
ただし、
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ１：第１レンズの焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項１７】
　物体側から順に、開口絞りと、第１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設され
、
　前記第１レンズは、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、
　前記第２レンズは、物体側に凹面を向けたレンズからなり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　－０．８５＜ｆ２／｛ｆ３・（４５－νｄ２）｝＜－０．１３　……（１２）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項１８】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　ＢＲ２＜０　……（２）
ただし、
　ＢＲ２：光線方向を正とし、第２レンズ前面の光軸頂点位置Ｐ１から第２レンズ後面に
おいて像高隅への光線が通過する位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２レンズの中心厚をＤ
４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／Ｄ４
とする。
【請求項１９】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　Ｄ６／ｆ≦０．１５５　……（８）
ただし、
　ｆ：全系の焦点距離
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
　Ｄ６：第３レンズの中心厚
とする。
【請求項２０】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項１７に記載の３枚構成の撮像レンズ。
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　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
ただし、
　ｆ：全系の焦点距離
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項２１】
　物体側から順に、開口絞りと、正の屈折力を有する第１レンズと、正の屈折力を有する
第２レンズと、負の屈折力を有する第３レンズとが配設され、
　前記第３レンズは、物体側の面が光軸近傍において凹形状であると共に、像側の面が周
辺部において凸形状であり、
　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　ｆ／Ｒ６＜－０．４　……（１３）
ただし、
　Ｒ６：第３レンズの物体側の面の近軸曲率半径
　ｆ：全系の焦点距離
とする。
【請求項２２】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項２１に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（１４）
ただし、
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項２３】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項２１に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
ただし、
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
とする。
【請求項２４】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項２１に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　０＜ｆ２／ｆ＜１　……（９）
ただし、
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
とする。
【請求項２５】
　さらに下記条件式を満足する
　ことを特徴とする請求項２４に記載の３枚構成の撮像レンズ。
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
ただし、
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項２６】
　物体側から順に、開口絞りと、正の屈折力を有する第１レンズと、正の屈折力を有する
第２レンズと、負の屈折力を有する第３レンズとが配設され、
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　下記条件式を満足する
　ことを特徴とする３枚構成の撮像レンズ。
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
　－０．８５＜ｆ２／｛ｆ３・（４５－νｄ２）｝＜－０．１３　……（１２）
　－２．５＜ｆ／ｆ３＜０．０かつ、　０．５＜ｆ２／ｆ　……（１５）
ただし、
　Ｄ４：第２レンズの中心厚
　νｄ２：第２レンズのアッベ数
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ２：第２レンズの焦点距離
　ｆ３：第３レンズの焦点距離
とする。
【請求項２７】
　請求項１ないし２６のいずれか１項に記載の撮像レンズと、
　前記撮像レンズによって形成された光学像に応じた撮像信号を出力する撮像素子と
　を備えたことを特徴とするカメラモジュール。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のカメラモジュールを備えたことを特徴とする携帯端末機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide
 Semiconductor）等の撮像素子上に被写体の光学像を結像させる撮像レンズ、およびその
撮像レンズにより形成された光学像を撮像信号に変換するカメラモジュール、ならびにそ
の撮像レンズを搭載して撮影を行うカメラ付き携帯電話機や情報携帯端末（ＰＤＡ：Pers
onal Digital Assistance）等の携帯端末機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＣＤやＣＭＯＳなどの撮像素子は近年、非常に小型化および高画素化が進んでいる。
そのため、撮像機器本体、ならびにそれに搭載されるレンズにも、小型で高性能なものが
求められている。また、高画素の撮像素子に対応するためにテレセン性（テレセントリッ
ク性）、すなわち、撮像素子への主光線の入射角度が光軸に対して平行に近く（撮像面に
おける入射角度が撮像面の法線に対してゼロに近く）なるようにすることも求められてい
る。従来より、小型の撮像レンズとして、３枚構成のレンズが開発されている（特許文献
１ないし９参照）。特許文献１，２および特許文献３（実施例１）には、第１レンズと第
２レンズとの間に開口絞りを配置した、いわゆる中絞りの構成の撮像レンズが記載されて
いる。しかしながら、中絞りの構成の場合、レンズ系の全長を短くしようとすると、撮像
面における主光線の入射角度が大きくなってしまい、テレセン性が悪化する。そこで、テ
レセン性を確保するために開口絞りを最も物体側に配置することが考えられる。特許文献
３（実施例２）および特許文献４ないし９には、開口絞りを最も物体側に配置した３枚構
成の撮像レンズが記載されている。
【特許文献１】特開２００３－３２２７９２号公報
【特許文献２】特開２００５－３５２３１７号公報
【特許文献３】特開２００５－１７４４０号公報
【特許文献４】特開２００５－２９２２３５号公報
【特許文献５】特開２００５－３４５９１９号公報
【特許文献６】特開２００４－４５６６号公報
【特許文献７】特開２００４－２２６４８７号公報
【特許文献８】特開２００４－２４００６３号公報
【特許文献９】特開２００６－４７８５８号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、撮像素子の高画素化に伴い、より高い光学性能を有するレンズの開発が
望まれている。特に、小型化を図りつつ像面湾曲や色収差が良好に補正された撮像レンズ
の開発が望まれている。また、開口絞りを最も物体側に配置した場合、製造ばらつき感度
（製造ばらつきによる光学性能の変化の度合い）が大きくなる傾向があり、量産適性が悪
くなる傾向がある。従って、開口絞りを最も物体側に配置してテレセントリック性を確保
しつつ、製造ばらつき感度を抑えた撮像レンズの開発が望まれている。
【０００４】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、高画素化に対応して諸収
差が良好に補正された小型で高性能の３枚構成の撮像レンズ、ならびにその撮像レンズを
搭載して高解像の撮像信号を得ることができるカメラモジュールおよび携帯端末機器を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けたメ
ニスカスレンズからなり、下記条件式を満足するものである。
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
　ＢＲ２＜０　……（２）
　ただし、ＢＲ２は、光線方向を正とし、第２レンズ前面の光軸頂点位置Ｐ１から第２レ
ンズ後面において像高隅への光線が通過する位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２レンズの
中心厚をＤ４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／Ｄ４とする。また、ｆは全系の焦点距離、ｆ３は
第３レンズの焦点距離とする。
【０００６】
　本発明の第１の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（２）を満足する
ことで、周辺部において第２レンズの後面が前面の光軸頂点位置Ｐ１よりも物体側に位置
することなる。これにより、光線の射出角度を鈍くすることが可能となり、主に像面湾曲
および歪曲収差の補正に有利となる。また、条件式（１）を満足することで、第３レンズ
のパワーが最適化され、主に像面湾曲や色収差の補正に有利となる。これらにより、高画
素化に対応した高い光学性能が得られる。
　本発明の第１の観点に係る撮像レンズにおいて、より良好な光学性能、またはより良好
な製造適性を得るために、以下の条件を適宜満足することが好ましい。
【０００７】
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ただし、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔とする。
【０００８】
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数とする。
【０００９】
　νｄ２＞４０かつ、０．０＜ｆ２／ｆ＜２．０　……（５）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数、ｆ２は第２レンズの焦点距離とする。
【００１０】
　本発明の第２の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
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１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けたレ
ンズからなり、下記条件式を満足するものである。
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
　ただし、Ｄ４は第２レンズの中心厚、ｆは全系の焦点距離、ｆ３は第３レンズの焦点距
離とする。
【００１１】
　本発明の第２の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（６）を満足する
ことで、第２レンズの中心厚が比較的小さくなり、光線の射出角度を適切に保ち、良好な
解像性能を維持しやすくなる。また、製造ばらつき感度を小さく抑えたまま比較的容易に
全長を小さくすることが可能となる。また、材料費を抑えることも可能となる。また、条
件式（１）を満足することで、第３レンズのパワーが最適化され、主に像面湾曲や色収差
の補正に有利となる。これらにより、高画素化に対応した高い光学性能が得られる。
　本発明の第２の観点に係る撮像レンズにおいて、より良好な光学性能、またはより良好
な製造適性を得るために、以下の条件を適宜満足することが好ましい。
【００１２】
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ただし、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔とする。
【００１３】
　νｄ２＞４０かつ、（Ｄ４＋Ｄ６）／ｆ＜０．３１　……（７）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数、Ｄ６は第３レンズの中心厚とする。
【００１４】
　Ｄ６／ｆ≦０．１５５　……（８）
　ただし、Ｄ６は第３レンズの中心厚とする。
【００１５】
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．３　……（１０）
　ただし、ｆ２は第２レンズの焦点距離とする。
【００１６】
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数とする。
【００１７】
　ｆ３／ｆ＜－１．６６かつ、　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５　……（１１）
　ただし、ｆ１は第１レンズの焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離とする。
【００１８】
　－０．５＜ｆ１／ｆ２＜－０．１　……（１１）’’
　ただし、ｆ１は第１レンズの焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離とする。
【００１９】
　本発明の第３の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けた正
の屈折力を有するレンズからなり、下記条件式を満足するものである。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　０＜ｆ２／ｆ＜１　……（９）
　ただし、ｆは全系の焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離、Ｄ３は第１レンズ後面と
第２レンズ前面との光軸上での面間隔、Ｄ４は第２レンズの中心厚とする。
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【００２０】
　本発明の第３の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（３）を満足する
ことで、全長を抑えつつ、光線の射出角度を適切に保ちやすくなり、像面湾曲の補正にも
有利となる。また、条件式（９）を満足することで、第２レンズのパワーが最適化され、
主に像面湾曲や歪曲収差の補正に有利となる。これらにより、高画素化に対応した高い光
学性能が得られる。
【００２１】
　本発明の第３の観点に係る撮像レンズにおいて、より良好な光学性能を得るために、以
下の条件を満足することが好ましい。
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数、ｆ３は第３レンズの焦点距離とする。
【００２２】
　本発明の第４の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けた負
の屈折力を有するレンズからなり、第３レンズが、負の屈折力を有するレンズからなり、
下記条件式を満足するものである。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．３　……（１０）
　ただし、ｆは全系の焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離、ｆ３は第３レンズの焦点
距離、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔、Ｄ４は第２レンズ
の中心厚とする。
【００２３】
　本発明の第４の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（３）を満足する
ことで、全長を抑えつつ、光線の射出角度を適切に保ちやすくなり、像面湾曲の補正にも
有利となる。また、条件式（１０）を満足することで、第２レンズおよび第３レンズのパ
ワーバランスが最適化され、諸収差の補正に有利となる。これらにより、高画素化に対応
した高い光学性能が得られる。
【００２４】
　本発明の第５の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けたレ
ンズからなり、第３レンズが、負の屈折力を有するレンズからなり、下記条件式を満足す
るものである。
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ｆ３／ｆ＜－１．６６かつ、　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５　……（１１）
　ただし、ｆは全系の焦点距離、ｆ１は第１レンズの焦点距離、ｆ２は第２レンズの焦点
距離、ｆ３は第３レンズの焦点距離、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上
での面間隔、Ｄ４は第２レンズの中心厚とする。
【００２５】
　本発明の第５の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
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１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（３）を満足する
ことで、全長を抑えつつ、光線の射出角度を適切に保ちやすくなり、像面湾曲の補正にも
有利となる。また、条件式（１１）を満足することで、第１レンズ、第２レンズおよび第
３レンズのパワーバランスが最適化され、諸収差の補正に有利となる。これらにより、高
画素化に対応した高い光学性能が得られる。
【００２６】
　本発明の第６の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、第
１レンズと、第２レンズと、第３レンズとが配設されているものである。また、第１レン
ズが、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レンズが、物体側に凹面を向けたレ
ンズからなり、下記条件式を満足するものである。
　－０．８５＜ｆ２／｛ｆ３・（４５－νｄ２）｝＜－０．１３　……（１２）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数、ｆ２は第２レンズの焦点距離、ｆ３は第３レ
ンズの焦点距離とする。
【００２７】
　本発明の第６の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（１２）を満足す
ることで、第２レンズおよび第３レンズのパワーと第２レンズの分散とが適切にコントロ
ールされ、色収差が軽減されると共に、製造時の位置ずれにより生ずる像面変動が低減さ
れ、製造適性の優れたレンズ系が得られる。これらにより、高画素化に対応した高い光学
性能が得られる。
　本発明の第６の観点に係る撮像レンズにおいて、より良好な光学性能、またはより良好
な製造適性を得るために、以下の条件を適宜満足することが好ましい。
【００２８】
　ＢＲ２＜０　……（２）
　ただし、ＢＲ２は、光線方向を正とし、第２レンズ前面の光軸頂点位置Ｐ１から第２レ
ンズ後面において像高隅への光線が通過する位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２レンズの
中心厚をＤ４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／Ｄ４とする。
【００２９】
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　Ｄ６／ｆ≦０．１５５　……（８）
　ただし、ｆは全系の焦点距離、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での
面間隔、Ｄ４は第２レンズの中心厚、Ｄ６は第３レンズの中心厚とする。
【００３０】
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
　ただし、ｆは全系の焦点距離、Ｄ４は第２レンズの中心厚とする。
【００３１】
　本発明の第７の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、正
の屈折力を有する第１レンズと、正の屈折力を有する第２レンズと、負の屈折力を有する
第３レンズとが配設されているものである。また、第３レンズは、物体側の面が光軸近傍
において凹形状であると共に、像側の面が周辺部において凸形状であり、下記条件式を満
足するものである。
　ｆ／Ｒ６＜－０．４　……（１３）
　ただし、Ｒ６は第３レンズの物体側の面の近軸曲率半径、ｆは全系の焦点距離とする。
【００３２】
　本発明の第７の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
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、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、最も撮像面側に配置され
た第３レンズの形状が最適化されていることで、像面湾曲および歪曲収差を良好に補正し
つつ、テレセントリック性を確保しやすくなる。これらにより、高画素化に対応した高い
光学性能が得られる。
【００３３】
　本発明の第７の観点に係る撮像レンズにおいて、より良好な光学性能を得るために、以
下の条件を満足することが好ましい。
　－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（１４）
　ただし、ｆ３は第３レンズの焦点距離とする。
【００３４】
　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
　ただし、Ｄ３は第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔、Ｄ４は第２レ
ンズの中心厚とする。
【００３５】
　０＜ｆ２／ｆ＜１　……（９）
　ただし、ｆ２は第２レンズの焦点距離とする。
【００３６】
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
　ただし、νｄ２は第２レンズのアッベ数、ｆ３は第３レンズの焦点距離とする。
【００３７】
　本発明の第８の観点に係る３枚構成の撮像レンズは、物体側から順に、開口絞りと、正
の屈折力を有する第１レンズと、正の屈折力を有する第２レンズと、負の屈折力を有する
第３レンズとが配設され、下記条件式を満足するものである。
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
　－０．８５＜ｆ２／｛ｆ３・（４５－νｄ２）｝＜－０．１３　……（１２）
　－２．５＜ｆ／ｆ３＜０．０かつ、　０．５＜ｆ２／ｆ　……（１５）
　ただし、Ｄ４は第２レンズの中心厚、νｄ２は第２レンズのアッベ数、ｆは全系の焦点
距離、ｆ２は第２レンズの焦点距離、ｆ３は第３レンズの焦点距離とする。
【００３８】
　本発明の第８の観点に係る撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ枚数で
、各レンズの構成が適切なものとされることで、小型化と高性能化が図られる。特に、第
１レンズの物体側に開口絞りが配設されているので、全長の短縮化とテレセントリック性
、すなわち撮像面に対する主光線の入射角度を垂直（光軸に対して平行）に近づけやすく
なり、撮像素子の特性に有利な光学性能が得られる。また特に、条件式（６）を満足する
ことで、第２レンズの中心厚が比較的小さくなり、光線の射出角度を適切に保ち、良好な
解像性能を維持しやすくなる。また、製造ばらつき感度を小さく抑えたまま比較的容易に
全長を小さくすることが可能となる。また、材料費を抑えることも可能となる。また、条
件式（１２）を満足することで、第２レンズおよび第３レンズのパワーと第２レンズの分
散とが適切にコントロールされ、色収差が軽減されると共に、製造時の位置ずれにより生
ずる像面変動が低減され、製造適性の優れたレンズ系が得られる。さらに、条件式（１５
）を満足することで、第２レンズおよび第３レンズのパワーバランスが最適化され、諸収
差の補正に有利となる。これらにより、高画素化に対応した高い光学性能が得られる。
【００３９】
　本発明の各観点に係る３枚構成の撮像レンズにおいて、第１レンズ、第２レンズ、およ
び第３レンズは、非球面レンズであることが好ましい。各レンズの非球面形状を最適化す
ることで、主に像面湾曲および歪曲収差の補正に有利となり、より良好な光学性能が得ら
れる。
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　例えば、第１レンズの像側の面が、周辺に行くに従い光軸近傍に比べて物体側に形状が
変化するような非球面形状であることが好ましい。例えば光軸近傍では凹形状または平面
に近い形状で、周辺に行くに従い凸形状となるような非球面形状であることが好ましい。
　また、第２レンズの物体側の面が、周辺に行くに従い光軸近傍に比べて物体側に形状が
変化するような非球面形状であることが好ましい。例えば光軸近傍では凹形状で、周辺に
行くに従い光軸近傍よりも曲率半径の絶対値の小さい凹形状となるような非球面形状であ
ることが好ましい。
　また、第３レンズの像側の面が、周辺に行くに従い光軸近傍に比べて、途中までは像側
に形状が変化し、最終的には物体側に形状が変化するような非球面形状であることが好ま
しい。例えば光軸近傍では凹形状で、途中までは曲率半径の絶対値の大きい凹形状となり
、周辺に行くに従い凸形状となるような非球面形状であることが好ましい。
【００４０】
　本発明によるカメラモジュールは、本発明による３枚構成の撮像レンズと、この撮像レ
ンズによって形成された光学像に応じた電気信号を出力する撮像素子とを備えたものであ
る。
　本発明によるカメラモジュールでは、本発明の３枚構成の撮像レンズによって得られた
高解像の光学像に基づいて高解像の撮像信号が得られる。
【００４１】
　本発明による携帯端末機器は、本発明によるカメラモジュールを備えたものである。
　本発明による携帯端末機器では、本発明の３枚構成の撮像レンズによって得られた高解
像の光学像に基づいて高解像の撮像信号が得られ、その撮像信号に基づいて高解像の画像
が得られる。
【発明の効果】
【００４２】
　本発明の各観点に係る３枚構成の撮像レンズによれば、全体として３枚という少ないレ
ンズ枚数で、各レンズの構成の最適化を行うようにしたので、高画素化に対応して諸収差
が良好に補正された小型で高性能の撮像レンズ系を実現できる。また、適宜好ましい条件
を満足することで、より良好な光学性能を得ることができる。または量産性に優れた製造
適性を得ることができる。
【００４３】
　また、本発明のカメラモジュールまたは携帯端末機器によれば、上記本発明の高性能の
３枚構成の撮像レンズによって形成された光学像に応じた撮像信号を出力するようにした
ので、高解像の撮像信号を得ることができる。特に本発明の携帯端末機器によれば、その
撮像信号に基づいて高解像の撮影画像を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
　図１は、本発明の一実施の形態に係る撮像レンズの第１の構成例を示している。この構
成例は、後述の第１の数値実施例（図１５（Ａ），図１５（Ｂ））のレンズ構成に対応し
ている。図２～図１３は、第２～第１３の構成例を示している。これらは、後述の第２～
第１３の数値実施例（図１６（Ａ），図１６（Ｂ）～図２７（Ａ），図２７（Ｂ））のレ
ンズ構成に対応している。図１～図１３において、符号Ｒｉは、開口絞りＳｔも含めて、
最も物体側の構成要素の面を１番目として、像側（結像側）に向かうに従い順次増加する
ようにして符号を付したｉ番目の面の曲率半径を示す。符号Ｄｉは、ｉ番目の面とｉ＋１
番目の面との光軸Ｚ１上の面間隔を示す。なお、各構成例共に基本的な構成は同じである
。
【００４５】
　本実施の形態に係る撮像レンズは、ＣＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子を用いた各種撮像機
器、特に、比較的小型の携帯端末機器、例えばデジタルスチルカメラ、カメラ付き携帯電
話機、およびＰＤＡ等に用いて好適なものである。図４３（Ａ），（Ｂ）は、携帯端末機
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器の一例として、カメラ付き携帯電話機を示している。このカメラ付き携帯電話機は、上
部筐体２Ａと下部筐体２Ｂとを備え、両者が図４３（Ａ）の矢印方向に回動自在に構成さ
れている。下部筐体２Ｂには、操作キー２１などが設けられている。上部筐体２Ａには、
カメラ部１（図４３（Ｂ））および表示部２２（図４３（Ａ））などが設けられている。
表示部２２は、ＬＣＤ（液晶パネル）やＥＬ（Electro-Luminescence）パネルなどの表示
パネルによって構成されている。表示部２２は、折りたたみ時に内面となる側に配置され
ている。この表示部２２には、電話機能に関する各種メニュー表示のほか、カメラ部１に
よって撮影された画像などを表示することが可能となっている。カメラ部１は、例えば上
部筐体２Ａの裏面側に配置されている。ただし、カメラ部１を設ける位置は、これに限定
されない。カメラ部１は、本実施の形態に係る撮像レンズが組み込まれたカメラモジュー
ルを有している。
【００４６】
　図４４は、カメラ部１に用いられるカメラモジュールの一構成例を示している。このカ
メラモジュールは、本実施の形態に係る撮像レンズが収納される鏡筒３と、鏡筒３を支持
する支持基板４と、支持基板４上において撮像レンズの結像面に対応する位置に設けられ
た撮像素子とを備えている。このカメラモジュールはまた、支持基板４上の撮像素子に電
気的に接続されたフレキシブル基板５と、フレキシブル基板５に電気的に接続されると共
に、カメラ付き携帯電話機等における端末機器本体側の信号処理回路に接続可能に構成さ
れた外部接続端子６とを備えている。これらの構成要素は、一体的に構成されている。
【００４７】
　このカメラモジュールでは、撮像レンズによって形成された光学像が撮像素子によって
電気的な撮像信号に変換され、その撮像信号が、フレキシブル基板５および外部接続端子
６を介して、端末機器本体側の信号処理回路に出力される。ここで、このカメラモジュー
ルでは、本実施の形態に係る撮像レンズを用いていることで、高解像の撮像信号が得られ
る。端末機器本体側では、その撮像信号に基づいて高解像の画像を生成することができる
。
【００４８】
　本実施の形態に係る撮像レンズは、図１～図１３に示したように、光軸Ｚ１に沿って物
体側から順に、第１レンズＬ１、第２レンズＬ２、および第３レンズＬ３を備えている。
光学的な開口絞りＳｔは、テレセントリック性を確保するためになるべく物体側に配置さ
れていることが好ましい。各構成例ではいずれも、第１レンズＬ１の前側、レンズ系の最
も物体側に開口絞りＳｔが配置されている。この撮像レンズの結像面Ｓｉｍｇには、ＣＣ
Ｄ等の撮像素子が配置される。第３レンズＬ３と撮像素子との間には、レンズを装着する
カメラ側の構成に応じて、種々の光学部材が配置される。例えば撮像面保護用のカバーガ
ラスや赤外線カットフィルタなどの平板状のガラス板ＧＣが配置される。
【００４９】
　第１レンズＬ１、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３はそれぞれ、少ないレンズ枚数
で小型化を図りつつ諸収差を補正するために、両面が非球面形状であることが好ましい。
その場合、プラスチックレンズである方が非球面レンズの加工に有利となるため、適宜プ
ラスチックレンズを採用することがことが好ましい。
【００５０】
　第１レンズＬ１は、光軸近傍で正の屈折力を有している。第１レンズＬ１の物体側の面
は、光軸近傍で物体側に凸形状となっている。第１レンズＬ１の像側の面は、第１、第２
、第４、第５、第６、第７および第８の構成例（図１、図２、図４、図５、図６、図７お
よび図８）では、光軸近傍で像側に凹形状とされ、光軸近傍で正メニスカスレンズの構成
となっている。また、第３、第１０、第１１、第１２および第１３の構成例（図３、図１
０、図１１、図１２および図１３）では、第１レンズＬ１の像側の面が、光軸近傍で像側
に平面形状とされ、光軸近傍で平凸レンズの構成となっている。また、第９の構成例（図
９）では、第１レンズＬ１の像側の面が、光軸近傍で像側に凸形状とされ、光軸近傍で両
凸レンズの構成となっている。第１レンズＬ１のアッベ数νｄ１は、νｄ１＞５０である
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ことが好ましい。
　また、第１レンズＬ１の像側の面は、周辺に行くに従い光軸近傍に比べて物体側に形状
が変化するような非球面形状であることが好ましい。例えば光軸近傍では凹形状または平
面に近い形状で、周辺に行くに従い凸形状となるような非球面形状であることが好ましい
。
【００５１】
　第２レンズＬ２は、光軸近傍で正または負の屈折力を有している。第２レンズＬ２の物
体側の面は光軸近傍で物体側に凹形状とされると共に、像側の面は光軸近傍で像側に凸形
状とされ、光軸近傍で物体側に凹面を向けたメニスカスレンズの構成となっている。
　第２レンズＬ２を非球面形状とする場合、物体側の面を例えば、周辺に行くに従い光軸
近傍に比べて物体側に形状が変化するような非球面形状とすることが好ましい。光軸近傍
では凹形状で、周辺部では光軸近傍よりも曲率半径の絶対値の小さくなる（より強い凹面
となる）ような形状とすることが好ましい。
【００５２】
　第３レンズＬ３は、光軸近傍で正または負の屈折力を有している。第３レンズＬ３の物
体側の面は、光軸近傍で物体側に凸または凹形状となっている。像側の面は光軸近傍で像
側に凹形状となっている。第３レンズＬ３の像側の面は例えば、光軸近傍で像側に凹形状
とされ、光軸近傍で正メニスカスレンズの構成となっている。
　第３レンズＬ３のアッベ数νｄ３は、νｄ３＞５０であることが好ましい。
【００５３】
　ここで、第３レンズＬ３は、最も撮像面側に配置されたレンズである。このため第３レ
ンズＬ３では、第１レンズＬ１および第２レンズＬ２に比べて各画角ごとに光束が分離さ
れる。したがって第３レンズＬ３において非球面を適切に用いることで各画角ごとの収差
補正をしやすく、像面湾曲および歪曲収差の補正をしやすい。また、テレセントリック性
の確保をしやすい。このため、第３レンズＬ３の光軸近傍での形状と周辺部での形状を異
ならせることが好ましい。具体的には、第３レンズＬ３の物体側の面を例えば、光軸近傍
では凹形状とし、周辺部へ向かう途中で平面に近づく、または、光軸近傍では凸形状とし
、周辺部へ向かう途中では凹形状とすることが好ましい。
　また、第３レンズＬ３の像側の面が、周辺に行くに従い光軸近傍に比べて、途中までは
像側に形状が変化し、最終的には物体側に形状が変化するような非球面形状であることが
好ましい。例えば光軸近傍では凹形状で、途中までは曲率半径の絶対値の大きい凹形状と
なり、周辺に行くに従い凸形状となるような非球面形状であることが好ましい。
【００５４】
　本実施の形態における撮像レンズは、以下の条件式を少なくとも１つ満足することが好
ましい。
【００５５】
　ｆ／ｆ３＜０．９５　……（１）
より好ましくは、
　ｆ／ｆ３＜０．７　……（１）’
であると良い。
【００５６】
　ＢＲ２＜０．１　……（２－０）
なお、好ましくは、
　ＢＲ２＜０　……（２）
であると良い。より好ましくは、
　ＢＲ２＜－０．２　……（２－１）
であると良い。さらにより好ましくは、
　ＢＲ２＜－０．３２　……（２－２）
であると良い。
【００５７】
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　０．２２＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４３　……（３）
なお、好ましくは、
　０．２５＜（Ｄ３＋Ｄ４）／ｆ＜０．４０　……（３）’
であると良い。
【００５８】
　νｄ２＞４０かつ、－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）
　なお、式（４）においてｆ３／ｆは好ましくは、
　－１．０＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（４）’
であると良い。
【００５９】
　νｄ２＞４０かつ、０．０＜ｆ２／ｆ＜２．０　……（５）
【００６０】
　Ｄ４／ｆ＜０．１３６　……（６）
【００６１】
　νｄ２＞４０かつ、（Ｄ４＋Ｄ６）／ｆ＜０．３１　……（７）
【００６２】
　Ｄ６／ｆ≦０．１５５　……（８）
【００６３】
　０．０＜ｆ２／ｆ＜１．０　……（９）
【００６４】
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．３　……（１０）
なお、式（１０）においてｆ２／ｆは好ましくは、
　－５．６＜ｆ２／ｆ＜－３．７　……（１０）’
であると良い。
【００６５】
　ｆ３／ｆ＜－０．４かつ、　０．５＜ｆ２／ｆ　……（１０Ａ）
【００６６】
　ｆ３／ｆ＜－１．６６かつ、　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５　……（１１）
なお、式（１１）においてｆ１／ｆ２は好ましくは、
　０．１＜ｆ１／ｆ２＜０．５　……（１１）’
または、
　－０．５＜ｆ１／ｆ２＜－０．１　……（１１）’’
であると良い。
【００６７】
　－０．８５＜ｆ２／｛ｆ３・（４５－νｄ２）｝＜－０．１３　……（１２）
【００６８】
　ｆ／Ｒ６＜－０．４　……（１３）
【００６９】
　－１．２＜ｆ３／ｆ＜０．０　……（１４）
【００７０】
　－２．５＜ｆ／ｆ３＜０．０かつ、　０．５＜ｆ２／ｆ　……（１５）
【００７１】
　なお、以上の条件式において、
　ｆ：全系の焦点距離
　ｆ１：第１レンズＬ１の焦点距離
　ｆ２：第２レンズＬ２の焦点距離
　ｆ３：第３レンズＬ３の焦点距離
　Ｄ３：第１レンズ後面と第２レンズ前面との光軸上での面間隔
　Ｄ４：第２レンズＬ２の中心厚
　Ｄ６：第３レンズＬ３の中心厚
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　Ｒ６：第３レンズＬ３の物体側の面の近軸曲率半径
　νｄ２：第２レンズＬ２のアッベ数
とする。
【００７２】
　また、条件式（２－０），（２），（２－１），（２－２）において、ＢＲ２とは、第
２レンズ前面の光軸頂点位置Ｐ１から第２レンズ後面において像高隅への光線が通過する
位置Ｐ２までの距離をＡとし、第２レンズＬ２の中心厚をＤ４としたとき、ＢＲ２＝Ａ／
Ｄ４とする。なお、光線の進行方向（物体側から像側に向かう方向）を正とする。図１４
（Ａ），図１４（Ｂ）に、このＢＲ２の概念を示す。Ｄ４は、第２レンズＬ２の中心厚な
ので０より大きい。よって、Ａ＞０であれば、ＢＲ２＞０となる。Ａ＞０となるのは、図
１４（Ａ）に示したように、光線の進行方向を正としたとき、第２レンズ後面が周辺部で
、前面の光軸頂点位置Ｐ１よりも像側に位置することを意味する。また、Ａ＜０であれば
、ＢＲ２＜０となる。Ａ＜０となるのは、図１４（Ｂ）に示したように、光線の進行方向
を正としたとき、第２レンズ後面が周辺部で、前面の光軸頂点位置Ｐ１よりも物体側に位
置することなる。
【００７３】
　ここで、本実施の形態において、各条件式を考慮した好ましい構成例を説明する。例え
ば、大きく分けて８つの好ましい構成が考えられる。図２９に、これらの構成グループと
条件式との関係、および後述の実施例との対応関係を示す。
＜第１の構成グループ＞
【００７４】
（基本構成１－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けたメニスカスレンズからなり、条件式（１），（２）を
満足する構成。
【００７５】
　基本構成１－１を基本として、次の好ましい構成であっても良い。
（構成１－２）
　基本構成１－１を満足し、さらに条件式（３）を満足する構成。
（構成１－３）
　基本構成１－１または構成１－２を満足し、さらに条件式（４）を満足する構成。
（構成１－４）
　基本構成１－１を満足し、さらに条件式（５）を満足する構成。
【００７６】
　さらに、構成１－１～１－４において、条件式（２－１）または条件式（２－２）を満
足する構成であっても良い。
＜第２の構成グループ＞
【００７７】
（基本構成２－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けたレンズからなり、条件式（１），（６）を満足する構
成。
【００７８】
　基本構成２－１を基本として、次の好ましい構成であっても良い。
（構成２－２）
　基本構成２－１を満足し、さらに条件式（３）を満足する構成。
（構成２－３）
　構成２－２を満足し、さらに条件式（７）を満足する構成。
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（構成２－４）
　構成２－２または構成２－２を満足し、さらに条件式（８）を満足する構成。
【００７９】
　また、次の好ましい構成であっても良い。
（構成２－５）
　基本構成２－１を満足し、さらに条件式（１０）を満足する構成。
（構成２－６）
　基本構成２－１を満足し、さらに条件式（４）を満足する構成。
（構成２－７）
　基本構成２－１を満足し、さらに条件式（１１）を満足する構成。
（構成２－８）
　基本構成２－１を満足し、さらに条件式（１１）’’を満足する構成。
【００８０】
　さらに、構成２－１～２－４において、条件式（４）かつ条件式（５）を満足する構成
であっても良い。または、構成２－１～２－４において、条件式（３）’、条件式（４）
’または条件式（９）を満足する構成であっても良い。
＜第３の構成グループ＞
【００８１】
（基本構成３－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けた正の屈折力を有するレンズからなり、条件式（３），
（９）を満足する構成。
【００８２】
　基本構成３－１を基本として、次の好ましい構成であっても良い。
（構成３－２）
　基本構成３－１を満足し、さらに条件式（４）を満足する構成。
【００８３】
　さらに、構成３－１，３－２において、条件式（３）’または条件式（４）’を満足す
る構成であっても良い。
＜第４の構成グループ＞
【００８４】
（基本構成４－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けた負の屈折力を有するレンズからなり、第３レンズＬ３
が、負の屈折力を有するレンズからなり、条件式（３），（１０）を満足する構成。
＜第５の構成グループ＞
【００８５】
（基本構成５－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けたレンズからなり、第３レンズＬ３が、負の屈折力を有
するレンズからなり、条件式（３），（１１）を満足する構成。
【００８６】
　さらに、基本構成５－１を基本として、条件式（１１）’または条件式（１１）’’を
満足する構成であっても良い。
＜第６の構成グループ＞
【００８７】
（基本構成６－１）
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　物体側から順に、開口絞りＳｔと、第１レンズＬ１と、第２レンズＬ２と、第３レンズ
Ｌ３とが配設され、第１レンズＬ１が、物体側に凸面を向けた正レンズからなり、第２レ
ンズＬ２が、物体側に凹面を向けたレンズからなり、条件式（１２）を満足する構成。
【００８８】
　基本構成６－１を基本として、次の好ましい構成であっても良い。
（構成６－２）
　基本構成６－１を満足し、さらに条件式（２）を満足する構成。
（構成６－３）
　構成６－１を満足し、さらに条件式（３），（８）を満足する構成。
（構成６－４）
　構成６－１を満足し、さらに条件式（６）を満足する構成。
【００８９】
　さらに、構成６－１～６－４において、条件式（２－１）または条件式（２－２）を満
足する構成であっても良い。
＜第７の構成グループ＞
【００９０】
（基本構成７－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、正の屈折力を有する第１レンズＬ１と、正の屈折力
を有する第２レンズＬ２と、負の屈折力を有する第３レンズＬ３とが配設され、第３レン
ズＬ３が、物体側の面が光軸近傍において凹形状であると共に、像側の面が周辺部におい
て凸形状であり、条件式（１３）を満足する構成。
【００９１】
　基本構成７－１を基本として、次の好ましい構成であっても良い。
（構成７－２）
　基本構成７－１を満足し、さらに条件式（１４）を満足する構成。
【００９２】
　また、次の好ましい構成であっても良い。
（構成７－３）
　基本構成７－１を満足し、さらに条件式（３）を満足する構成。
（構成７－４）
　基本構成７－１を満足し、さらに条件式（９）を満足する構成。
（構成７－５）
　基本構成７－４を満足し、さらに条件式（４）を満足する構成。
＜第８の構成グループ＞
【００９３】
（基本構成８－１）
　物体側から順に、開口絞りＳｔと、正の屈折力を有する第１レンズＬ１と、正の屈折力
を有する第２レンズＬ２と、負の屈折力を有する第３レンズＬ３とが配設され、条件式（
６），（１２），（１５）を満足する構成。
【００９４】
　次に、以上のように構成された撮像レンズの作用および効果を説明する。
　この撮像レンズでは、全体として３枚という少ないレンズ構成で、レンズの形状やパワ
ー配分などに関して適切な条件を組み合わせることで、各レンズの構成が全体として最適
化され、小型化と高性能化が図られる。
【００９５】
　また、この撮像レンズでは、開口絞りＳｔを第１レンズＬ１の前側に配置することで、
全長短縮とテレセントリック性の確保とに有利なレンズ系が得られる。また、この撮像レ
ンズでは、各面の非球面を最適化することでより一層効果的な収差補正が可能となる。高
画素の撮像素子に対応するためにはテレセントリック性、すなわち、撮像素子への主光線
の入射角度が光軸に対して平行に近く（撮像面における入射角度が撮像面の法線に対して
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ゼロに近く）なるようにすることが求められる。この撮像レンズでは、例えば、撮像素子
に最も近い最終レンズ面である第３レンズＬ３の像側の面を光軸近傍において像側に凹形
状で周辺部では像側に凸形状となる形状にすることで、各画角ごとの収差補正が適切にな
され、光束の撮像素子への入射角度が一定の角度以下に制御される。これにより、結像面
全域における光量むらを軽減することができ、また、像面湾曲および歪曲収差の補正に有
利となる。
　各条件式の作用・効果は以下のとおりである。
【００９６】
　条件式（１）は第３レンズＬ３の適切なパワーを規定している。条件式（１）を満足す
ることで、第３レンズＬ３のパワーが最適化され、主に像面湾曲や色収差の補正に有利と
なる。
【００９７】
　条件式（２－０），（２），（２－１），（２－２）は、第２レンズの形状に関するも
ので、ＢＲ２の値が０に近い場合には、第２レンズＬ２の後面周辺部の位置Ｐ２が、前面
の光軸頂点位置Ｐ１に近くなる。ＢＲ２が正のときは、図１４（Ａ）に示したように第２
レンズＬ２の後面周辺部の位置Ｐ２が、前面の光軸頂点位置Ｐ１よりも像側に位置し、Ｂ
Ｒ２が負のときは、図１４（Ｂ）に示したように第２レンズＬ２の後面周辺部の位置Ｐ２
が、前面の光軸頂点位置Ｐ１よりも物体側に位置することとなる。ＢＲ２が０に近くなり
、さらに負の値が大きくなるほど、光線の射出角度を鈍くすることが可能となり、主に像
面湾曲および歪曲収差の補正に有利となる。
【００９８】
　条件式（３）は、第１レンズＬ１および第２レンズＬ２間の距離と第２レンズＬ２の中
心厚との適切な関係を規定している。条件式（３）を満足することで、全長を抑えつつ、
光線の射出角度を適切に保ちやすくなり、像面湾曲の補正にも有利となる。条件式（３）
の上限を超えると、全長が大きくなり、また、像面湾曲を補正するのに不利となる。下限
を超えると、光線の射出角度を適切に保てなくなる。なお、より好ましくは数値範囲を条
件式（３）’の範囲とすることで、より良好な光学性能が得られる。
【００９９】
　条件式（４）は、第２レンズＬ２のアッベ数がνｄ２＞４０の場合における、第３レン
ズＬ３の適切なパワーを規定している。条件式（４）において、ｆ３／ｆが上限を超える
と、主に軸上収差、および非点格差の補正に不利となる。下限を超えると、主に像面湾曲
、歪曲収差、および倍率の色収差の補正に不利となる。なお、より好ましくはｆ３／ｆの
数値範囲を条件式（４）’の範囲とすることで、より良好な光学性能が得られる。
【０１００】
　条件式（５）は、第２レンズＬ２のアッベ数がνｄ２＞４０の場合における、第２レン
ズＬ２の適切なパワーを規定している。条件式（５）を満足することで、第２レンズＬ２
で発生した倍率の色収差、さらに像面湾曲および歪曲収差を良好に保てる。ｆ２／ｆが条
件式（５）の上限または下限を超えると、主に像面湾曲および歪曲収差の補正に不利とな
る。
【０１０１】
　条件式（６）は、第２レンズＬ２の適切な中心厚を規定している。条件式（６）を満足
することで、第２レンズＬ２の中心厚が比較的小さくなり、光線の射出角度を適切に保ち
、良好な解像性能を維持しやすくなる。また、製造ばらつき感度を小さく抑えたまま比較
的容易に全長を小さくすることが可能となる。
【０１０２】
　条件式（７）は、第２レンズＬ２のアッベ数がνｄ２＞４０の場合における、第２レン
ズＬ２および第３レンズＬ３の適切な中心厚を規定している。条件式（７）を満足するこ
とで、解像性能および光線の射出角度を適切に保ち、製造ばらつき感度を小さく抑えつつ
、全長の短縮化に有利となる。
【０１０３】
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　条件式（８）は、第３レンズＬ３の適切な中心厚を規定している。条件式（８）を満足
するように第３レンズＬ３の中心厚を小さくすることで、解像性能および光線の射出角度
を適切に保ち、製造ばらつき感度を小さく抑えつつ、全長の短縮化に有利となる。条件式
（８）を満足することで、比較的容易に全長を小さくすることが可能になる。さらに材料
費を抑えることが可能となる。
【０１０４】
　条件式（９）は第２レンズＬ２の適切なパワーを規定している。条件式（９）を満足す
ることで、第２レンズＬ２のパワーが最適化され、主に像面湾曲や歪曲収差の補正に有利
となる。上限および下限を超えると主に像面湾曲や歪曲収差の補正に不利となる。
【０１０５】
　条件式（１０）は、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３の適切なパワーを規定してい
る。条件式（１０）を満足することで、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３のパワーバ
ランスが最適化され、諸収差の補正に有利となる。
　ｆ３／ｆ＜－０．４の状態では、第３レンズＬ３の負のパワーが弱くなり、負のパワー
が強い場合に比べて軸上収差、非点格差、像面湾曲および歪曲収差のバランスが十分でな
くなる。第３レンズＬ３の負のパワーが弱い条件では、第２レンズＬ２の負のパワーを条
件式（１０）の範囲内とすることで、諸収差のバランスを良好に保つことができる。条件
式（１０）において、第２レンズＬ２の負のパワーの範囲が上限および下限を超えると、
諸収差のバランスが保てなくなる。なお、より好ましくは数値範囲を条件式（１０）’の
範囲とすることで、より良好な光学性能が得られる。
【０１０６】
　条件式（１０）は、第２レンズＬ２が負のパワーを有している場合の好ましい条件であ
るが、条件式（１０）が正のパワーを有している場合には、条件式（１０Ａ）を満足する
ことで、良好な光学性能が得られる。
【０１０７】
　条件式（１１）は、各レンズの適切なパワーを規定している。条件式（１１）を満足す
ることで、第１レンズＬ１、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３のパワーバランスが最
適化され、諸収差の補正に有利となる。
　ｆ３／ｆ＜－１．６６の状態では、第３レンズＬ３の負のパワーが弱くなり、負のパワ
ーが強い場合に比べて軸上収差、非点格差、像面湾曲および歪曲収差のバランスが十分で
なくなる。第３レンズＬ３の負のパワーが弱い条件で、｜ｆ１／ｆ２｜の値を適切に規定
することで、諸収差のバランスを良好に保つことができる。
　０．１＜｜ｆ１／ｆ２｜＜０．５の上限を超えると、第１レンズＬ１の正のパワーに比
べて、第２レンズＬ２のパワーが強くなりすぎ球面収差、像面湾曲、およびコマ収差と色
収差とを同時に良好に補正することが難しくなる。下限を超えると、像面湾曲、およびコ
マ収差の補正が困難になり、良好な光学性能が得られなくなる。なお、より好ましくは数
値範囲を条件式（１１）’または（１１）’’の範囲とすることで、より良好な光学性能
が得られる。
【０１０８】
　条件式（１２）は、第２レンズＬ２のパワー（１／ｆ２）および第３レンズＬ３のパワ
ー（１／ｆ３）と第２レンズＬ２の分散との適切なバランスを規定するもので、レンズ系
全体の色収差軽減に寄与するものでる。条件式（１２）の上限および下限を外れると軸上
および倍率色収差のバランスが崩れ、軸上および倍率色収差を同時に良好に保てなくなる
。全体の色収差を軽減するためには第２レンズＬ２と第３レンズＬ３のパワーバランスが
重要で、その際、第２レンズＬ２にアッベ数の小さな材料を使う際は第２レンズＬ２のパ
ワーは弱く、逆に第２レンズＬ２のアッベ数νｄ２が大きな場合には第２レンズＬ２のパ
ワーは強くなることが好ましい。条件式（１２）を満足することで、アッベ数νｄ２の値
が４５を境界として、第２レンズＬ２のパワーと第３レンズＬ３のパワーとが適切にコン
トロールされる。
【０１０９】
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　条件式（１３）は、第３レンズＬ３の物体側の面の適切な形状を規定している。条件式
（１３）を満足するように、第３レンズＬ３の物体側の面の凹形状を比較的強くすること
で、像面湾曲および歪曲収差を良好に維持しつつ、光線の射出角度を適切に保ち、テレセ
ントリック性を確保しやすくなる。
【０１１０】
　条件式（１４）は、第３レンズＬ３の適切なパワーを規定している。条件式（１４）に
おいて、ｆ３／ｆが上限を超えると、主に軸上収差、および非点格差の補正に不利となる
。下限を超えると、主に像面湾曲、歪曲収差、および倍率の色収差の補正に不利となる。
【０１１１】
　条件式（１５）は、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３の適切なパワーを規定してい
る。条件式（１５）を満足することで、第２レンズＬ２および第３レンズＬ３のパワーバ
ランスが最適化され、諸収差の補正に有利となる。
【０１１２】
　以上説明したように、本実施の形態に係る撮像レンズによれば、全体として３枚という
少ないレンズ枚数で、各レンズの構成の最適化を行うようにしたので、高画素化に対応し
て諸収差が良好に補正された小型で高性能の撮像レンズ系を実現できる。また、適宜好ま
しい条件を満足することで、より良好な光学性能を得ることができる。または量産性に優
れた製造適性を得ることができる。また、本実施の形態に係るカメラモジュールまたは携
帯端末機器によれば、本実施の形態に係る高性能の撮像レンズによって形成された光学像
に応じた電気信号を出力するようにしたので、高解像の撮像信号を得ることができる。特
に本実施の形態に係る携帯端末機器によれば、その撮像信号に基づいて高解像の撮影画像
を得ることができる。
【実施例】
【０１１３】
　次に、本実施の形態に係る撮像レンズの具体的な数値実施例について説明する。以下で
は、第１ないし第１３の数値実施例をまとめて説明する。
【０１１４】
　図１に示した撮像レンズの構成に対応する具体的なレンズデータを実施例１として、図
１５（Ａ），図１５（Ｂ）に示す。特に図１５（Ａ）にはその基本的なレンズデータを示
し、図１５（Ｂ）には非球面に関するデータを示す。図１５（Ａ）に示したレンズデータ
における面番号Ｓｉの欄には、開口絞りＳｔを含めて最も物体側の構成要素の面を１番目
として、像側に向かうに従い順次増加するようにして符号を付したｉ番目（ｉ＝１～９）
の面の番号を示している。曲率半径Ｒｉの欄には、図１において付した符号Ｒｉに対応さ
せて、物体側からｉ番目の面の曲率半径の値（ｍｍ）を示す。面間隔Ｄｉの欄についても
、同様に物体側からｉ番目の面Ｓｉとｉ＋１番目の面Ｓｉ＋１との光軸上の間隔（ｍｍ）
を示す。Ｎｄｊは、物体側からｊ番目（ｊ＝１～４）の光学要素のｄ線（波長５８７．６
ｎｍ）に対する屈折率の値を示す。νｄｊの欄には、物体側からｊ番目の光学要素のｄ線
に対するアッベ数の値を示す。
【０１１５】
　実施例１に係る撮像レンズは、第１レンズＬ１、第２レンズＬ２、および第３レンズＬ
３の両面がすべて非球面形状となっている。図１５（Ａ）の基本レンズデータには、これ
らの非球面の曲率半径として、光軸近傍の曲率半径の数値を示している。図１５（Ｂ）に
非球面データとして示した数値において、記号“Ｅ”は、その次に続く数値が１０を底と
した“べき指数”であることを示し、その１０を底とした指数関数で表される数値が“Ｅ
”の前の数値に乗算されることを示す。例えば、「１．０Ｅ－０２」であれば、「１．０
×１０-2」であることを示す。
【０１１６】
　非球面データとしては、以下の式（Ａ）によって表される非球面形状の式における各係
数Ｂn，ＫＡの値を記す。Ｚは、より詳しくは、光軸Ｚ１から高さＹの位置にある非球面
上の点から、非球面の頂点の接平面（光軸Ｚ１に垂直な平面）に下ろした垂線の長さ（ｍ
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ｍ）を示す。実施例１に係る撮像レンズは、各非球面が非球面係数Ｂnとして偶数次の第
４、第６、第８、および第１０次の係数Ｂ4，Ｂ6，Ｂ8，Ｂ10を有効に用いて表されてい
る。
　Ｚ＝Ｃ・Ｙ2／｛１＋（１－ＫＡ・Ｃ2・Ｙ2）1/2｝＋ΣＢn・Ｙn　……（Ａ）
（ｎ＝３以上の整数）
ただし、
　Ｚ：非球面の深さ（ｍｍ）
　Ｙ：光軸からレンズ面までの距離（高さ）（ｍｍ）
　ＫＡ：円錐定数
　Ｃ：近軸曲率＝１／Ｒ
（Ｒ：近軸曲率半径）
　Ｂn：第ｎ次の非球面係数
【０１１７】
　以上の実施例１に係る撮像レンズと同様にして、図２～図１３に示した撮像レンズの構
成に対応する具体的なレンズデータを実施例２～１３として、図１６（Ａ），図１６（Ｂ
）～図２７（Ａ），図２７（Ｂ）に示す。実施例２～１３のいずれにおいても、実施例１
と同様、第１レンズＬ１、第２レンズＬ２、および第３レンズＬ３の両面がすべて非球面
形状となっている。実施例９に係る撮像レンズは、実施例１と同様、各非球面が非球面係
数Ｂnとして偶数次の第４、第６、第８、および第１０次の係数Ｂ4，Ｂ6，Ｂ8，Ｂ10を有
効に用いて表されている。実施例２～１３のうち、実施例９を除く実施例では、各非球面
が非球面係数Ｂnとして第３次～第１０次の偶数次および奇数次の係数Ｂ3～Ｂ10を有効に
用いて表されている。
【０１１８】
　図２８には、上述の各条件式に関する値を各実施例についてまとめて示す。なお、ＥＸ
．とは実施例を示す。図２８において、網掛けで強調表示している部分は、その実施例の
値が条件式の数値範囲内にあることを示す。
【０１１９】
　また、図２９には、上述の構成グループと条件式との関係、および上記した各実施例と
の対応関係を示す。
【０１２０】
　図３０（Ａ）～図３０（Ｃ）はそれぞれ、実施例１に係る撮像レンズにおける球面収差
、非点収差、およびディストーション（歪曲収差）を示している。各収差図には、ｅ線を
基準波長とした収差を示す。球面収差図および非点収差図には、Ｆ線（波長４８６．１３
ｎｍ），Ｃ線（波長６５６．２７ｎｍ）についての収差も示す。非点収差図において、実
線はサジタル方向（Ｓ）、破線はタンジェンシャル方向（Ｔ）の収差を示す。ＦＮｏ．は
Ｆ値、Ｙは像高を示す。
【０１２１】
　同様にして、実施例２～１３に係る撮像レンズについての諸収差を図３１（Ａ），図３
１（Ｂ），図３１（Ｃ）～図４２（Ａ），図４２（Ｂ），図４２（Ｃ）に示す。
【０１２２】
　以上の各数値データおよび各収差図から分かるように、各実施例について、全体として
３枚という少ないレンズ枚数で各レンズ構成が最適化され、像面湾曲やコマ収差等が良好
に補正された小型で高性能の撮像レンズ系が実現できている。
【０１２３】
　なお、本発明は、上記実施の形態および各実施例に限定されず種々の変形実施が可能で
ある。例えば、各レンズ成分の曲率半径、面間隔および屈折率の値などは、上記各数値実
施例で示した値に限定されず、他の値をとり得る。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】本発明の実施例１に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
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【図２】本発明の実施例２に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図３】本発明の実施例３に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図４】本発明の実施例４に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図５】本発明の実施例５に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図６】本発明の実施例６に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図７】本発明の実施例７に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図８】本発明の実施例８に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図９】本発明の実施例９に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図１０】本発明の実施例１０に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図１１】本発明の実施例１１に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図１２】本発明の実施例１２に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図１３】本発明の実施例１３に係る撮像レンズに対応するレンズ断面図である。
【図１４】条件式に関する説明図である。
【図１５】本発明の実施例１に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図１６】本発明の実施例２に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図１７】本発明の実施例３に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図１８】本発明の実施例４に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図１９】本発明の実施例５に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２０】本発明の実施例６に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２１】本発明の実施例７に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２２】本発明の実施例８に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２３】本発明の実施例９に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）は
基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２４】本発明の実施例１０に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）
は基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２５】本発明の実施例１１に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）
は基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２６】本発明の実施例１２に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）
は基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２７】本発明の実施例１３に係る撮像レンズのレンズデータを示す図であり、（Ａ）
は基本的なレンズデータ、（Ｂ）は非球面に関するレンズデータを示す。
【図２８】各構成グループと各実施例との対応関係についてまとめて示した図である。
【図２９】条件式と請求項との対応関係についてまとめて示した図である。
【図３０】本発明の実施例１に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３１】本発明の実施例２に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３２】本発明の実施例３に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３３】本発明の実施例４に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３４】本発明の実施例５に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
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面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３５】本発明の実施例６に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３６】本発明の実施例７に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３７】本発明の実施例８に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３８】本発明の実施例９に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は球
面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図３９】本発明の実施例１０に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は
球面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図４０】本発明の実施例１１に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は
球面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図４１】本発明の実施例１２に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は
球面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図４２】本発明の実施例１３に係る撮像レンズの諸収差を示す収差図であり、（Ａ）は
球面収差、（Ｂ）は非点収差、（Ｃ）はディストーションを示す。
【図４３】本発明の一実施の形態に係る携帯端末機器の一構成例を示す斜視図である。
【図４４】本発明の一実施の形態に係るカメラモジュールの一構成例を示す斜視図である
。
【符号の説明】
【０１２５】
　１…カメラ部、４…支持基板、５…フレキシブル基板、６…外部接続端子、Ｌ１…第１
レンズ、Ｌ２…第２レンズ、Ｌ３…第３レンズ、ＧＣ…ガラス板、Ｓｔ…開口絞り、Ｒｉ
…物体側から第ｉ番目のレンズ面の曲率半径、Ｄｉ…物体側から第ｉ番目と第ｉ＋１番目
のレンズ面との面間隔、Ｚ１…光軸。
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